
 郡上市第３次総合計画（令和８年〜１７年） 基本構想（案）  
 

この計画は、人口減少という社会の大きな変化の中にあっても、子どもたちが笑顔で育ち、若い

世代が希望を持って暮らせるように、郡上をいつまでも住み続けられるまちとして未来につなぐた

めの道しるべです。郡上で暮らすだれもが自分たちのまちの未来を想像し、一緒につくりあげてい

けるように、シンプルで分かりやすい計画としました。 

 

１ 郡上市の将来像 
 

 

 

 

『心満ちる』 

郡上には、都会のにぎやかさから離れ、自然が身近にあり、温かい人々のつながりが感じられ

る暮らしがあります。日々の生活を保ちながら、住む人の心にゆとりをもたらし、訪れた人もそ

れを感じられるような、居心地のいいまちでありたいと願います。 
 

『心おどる』 

郡上には、四季折々の美しい風景、受け継がれる伝統と文化、自然にふれる体験などたくさん

の魅力があります。この魅力を磨きながらも、新しい世代の感性やアイデアを取り入れることに

よって、人が人を呼び、住む人も訪れる人も、誰もが主役となって心がおどりだすような、わく

わくし魅力あふれるまちでありたいと願います。 
 

『ちょうどいいまち』 

  人口が急激に減っていく中でも、郡上が持続可能に発展していくためには、必要に応じてまち

がもつ様々な機能をコンパクト化しながらも充実し、「ちょうどいい」状態にする必要がありま

す。また、市民一人ひとりのライフスタイルや価値観が尊重される、時代に見合った「ちょうど

いい」空気感があるまちとなり、住む人からも訪れる人からも「ちょうどいいまち」として選ば

れる郡上でありたいと願います。 

 

２ わたしたちの基本姿勢 ～大切にする３つの心構え～ 

◆ 郡上の『これまで』を大切にします 

これまで、先人が培ってきた自然・くらし・伝統文化・産業などの『宝』に誇りを持ち、こ

のまちに住む人々がそれぞれに感じる『郡上』への思いをこれからも大切にし続けます。 

 

◆ 郡上の『いま』を守ります 

いま、このまちに住む人々が、誰一人取り残されず安心で安全な毎日を過ごせるように、

お互いに支え合い、助け合いながら一人一人の『いのち』と『くらし』を守ります。 

 

◆ 郡上の『これから』をみんなで考えます 

これから、このまちを未来の子どもたちに引き継いでいくために、新しいまちのあり方を

みんなで考え、あらゆる世代の『チャレンジ』を応援します。  

資料２ 



３ 目標人口 

●将来人口の推計 

  令和 2年国勢調査人口をもとにした人口推計によると、郡上市の令和 17 年（2035 年）

の総人口は 29,447 人とされており、令和 2年の 38,997 人と比べ、9,550 人（24.5％）減

少しています。また、人口構造は 15 歳～64 歳の生産年齢人口が 13,629 人、65 歳以上の

老年人口が 13,327 人とほぼ同数となり、その後逆転することが見込まれています。 

 

総人口と年齢３区分別人口の推移 

 

出典：総務省「国勢調査」及び国立社会保障人口問題研究所推計人口 

 

人口が減少しても、地域の営みを維持していくためには、生産年齢人口の急激な

減少を緩和させ、老年人口との逆転現象を食い止めていく必要があります。そこで

令和 17 年においては、生産年齢人口を推計値より減少させないことを前提に、以

下のとおり目標人口を定めます。 

 

 

≪ 令和１７年 目標人口 ≫ 

 

 2020 年 

（R2） 
2025 年 

（R7） 
2030 年 

（R12） 
2035 年 

（R17） 
2040 年 

（R22） 
2045 年 

（R27） 
2050 年 

（R32） 

総人口 38,997 35,283 32,273 29,447 26,786 24,230 21,763 

年少人口 4,575 3,810 3,038 2,491 2,218 2,018 1,840 

（0～14歳） 11.7% 10.8% 9.4% 8.5% 8.3% 8.3% 8.5% 

生産年齢人口 19,801 17,211 15,346 13,629 11,759 10,106 8,678 

（15～64 歳） 50.8% 48.8% 47.6% 46.3% 43.9% 41.7% 39.9% 

老年人口 14,621 14,262 13,889 13,327 12,809 12,106 11,245 

（65 歳以上） 37.5% 40.4% 43.0% 45.3% 47.8% 50.0% 51.7% 



４ 分野別の基本目標 ～目指すべき５つの柱～ 
人口減少を受け止めながらも、これから先も住み続けられるまちを目指していくために、次の

ような視点を持ってまちづくりに取り組んでいきます。 

 

●市民それぞれのライフステージと時代のニーズに応じた施策に取り組みます。また、社会基盤

もコミュニティも、人口減少に応じたサイズへのシフトを図ります。 

 

●豊かな自然環境、伝統文化、特色ある産業、ふるさと教育などの『郡上らしさ』を守ります。

また、若い人たちの新しい知識やアイデアを受け入れ、実践し、認め、新しい郡上の魅力を引

き出し、磨き上げた魅力を市民や市民以外の人に発信し続けます。 

 

●住む人が、郡上に関わる様々なことを「他人ごと」ではなく「自分ごと」ととらえ、自分たち

のくらしをより良くするために行動できるようなまちづくりを進めます。そのために行政は、

よく聞き、よく話し、よく行動し、住む人にとってわかりやすい施策を実行していきます。 

 

これらのことを大切にしながら、それぞれの分野の基本目標を以下のように定めます。 

 

 

① 子育て、健康、福祉 

 『だれもが心も体も健康で、心地よく過ごせるまち』 
子どもたちがすくすく育ち、子育てする人たちが安心して毎日を過ごせる環境を整え

ます。また、お年寄りや体の不自由な人たちも、だれもが健康で生きる喜びを感じなが

ら、地域の中で互いに助け合い、心配なく暮らせるまちをつくります。 

 

 

② 教育、文化、人づくり 

 『伝統と文化を守り、ふるさとを愛する人を育むまち』 
    子どもたちが個性を伸ばし、自ら学び、考え、行動できる力を育む教育環境を整えま

す。また、郡上の豊かな自然や昔から伝わる文化を大切にする学びを進め、地域の文化

を次の世代へ伝え、新しい文化を生み出すことを通して、人と人とのつながりを深める

まちをつくります。 

 

 

③ 産業、雇用 

 『魅力ある産業を育て、にぎわいが生まれるまち』 
郡上ならではの資源を最大限に活用した農林業や商工観光業の振興を図ります。ま

た、新しい技術や産業を積極的に導入・育成し、とりわけ若い世代の人たちが安心して

働ける様々な雇用の場を生み出し、持続可能な地域経済の土台が整うまちをつくりま

す。 

 



 

④ 環境、防災、社会基盤 

 『美しい水と緑を守り、快適で安全に暮らせるまち』 
清流長良川をはじめとする豊かな自然環境を大切に守り、次世代へ継承します。ま

た、地震や水害などの大きな災害に強く、道路や水道など快適な日常生活を支える暮ら

しの基盤を整備し、だれもが安心して暮らせるまちをつくります。 

 

 

⑤ まちづくり、地域振興 

『人と人とがつながり、みんなで未来をつくるまち』 
だれもがそれぞれの立場や価値観、ライフスタイルなどをお互いに認め合い、支え合

えるまちづくりを進めます。また、地域ごとの良さを活かした「郡上の魅力」を引き続

き広く発信していくことで、移住・定住を促進し次世代の人材を育成するまちをつくり

ます。 

 

 

５ 行政運営の基本方針 

『いつまでも住み続けられるまち ～行政の挑戦～ 』 

 

① 市民協働による自治力の向上 
 

◆市政への市民参画機会の充実 

◆コミュニティの活性化と住民自治力の向上 

◆行政情報の積極的提供と共有化 

 

② 社会情勢の変化に対応した行政運営 
 

◆定員の適正化と人材育成 

◆成果を重視した行政サービス・行政運営の確立 

◆行政の信頼性の向上 

◆ＤⅩの推進 

 

③ 健全な財政運営と財政基盤の強化 
 

◆歳入の確保・歳出の削減 

◆将来負担の軽減 

◆公共施設等の適正配置・長寿命化・効率的管理運用 


